
「地方単独事業（ソフト）の『見える化』に関する検討会」 

開催要綱 
 

 

１．趣     旨 

地方財政計画の一般行政経費（単独）に相当する地方単独事業（ソフト）に係る決算情報

について、全国の状況をより詳細に把握・分析し、その「見える化」の在り方を検討するた

め、検討会を開催する。 

 

２．名     称 

本検討会は、「地方単独事業（ソフト）の『見える化』に関する検討会」（以下「検討会」

という。）と称する。 

 

３．検 討 内 容 

（１）地方単独事業（ソフト）についての歳出区分の設定 

（２）歳出区分を踏まえた、地方単独事業（ソフト）についての調査表の策定 

（３）地方単独事業（ソフト）についての調査表を踏まえた「見える化」のあり方 

 

４．構 成 員 

別紙のとおり 

 

５．運     営 

（１）座長は、検討会を招集し、主宰する。 

（２）座長は、必要があると認めるときは、あらかじめ座長代理を指名することができる。 

（３）座長は、必要に応じ、必要な者に出席を求めることができる。 

（４）検討会の会議は、原則として公開しないが、会議終了後、配付資料を公表するととも

に、必要に応じブリーフィングを行う。また、速やかに会議の議事概要を作成し、これ

を公表するものとする。 

 

６．開 催 期 間 

平成 30年５月から開催する。 

 

７．庶     務 

検討会の庶務は、総務省自治財政局財務調査課が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 



 

（別紙） 

 

地方単独事業（ソフト）の「見える化」に関する検討会 名簿 

 

 

（敬称略・五十音順） 

 

井内 康夫  徳島市財政部副部長  

大谷 悦朗  埼玉県寄居町財務課長 

小西  敦   静岡県立大学経営情報学部教授 

（座長）小西 砂千夫  関西学院大学大学院経済学研究科・人間福祉学部教授 

中村  徹       広島市財政局財政課長 

永渕 智大      高知県総務部財政課長 

細井 雅代  追手門学院大学経済学部教授 

 
 


